
自然観察

背中が
      「雪虫」

雪
虫
の
暮
ら
し

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
体
に
綿
毛
（
モ
フ
モ

フ
）
を
持
っ
た
種
類
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
ト
ド
ノ
ネ
オ
オ
ワ
タ
ム

シ
が
「
初
雪
が
近
い
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
虫
」
と
し
て
有
名
で
、「
雪ゆ
き

虫む
し

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
虫
が
飛
ぶ
の

は
晩
秋
、
穏お
だ

や
か
な
風
の
な
い
夕
方
が

選
ば
れ
る
よ
う
で
す
。

　

春
か
ら
初
夏
は
ヤ
チ
ダ
モ
の
葉
裏
で

生
活
し
た
後
、
ト
ド
マ
ツ
に
移
住
し
、

夏
～
秋
は
ト
ド
マ
ツ
の
根
で
ア
リ
と
共

生
し
ま
す
。
晩
秋
に
は
翅
を
持
っ
た
モ

フ
モ
フ
の
「
雪
虫
」
の
姿
に
な
っ
て
ヤ

チ
ダ
モ
に
戻も
ど

り
ま
す
。
多
く
の
時
期
を

胎た
い

生せ
い

で
メ
ス
の
幼
虫
を
産
み
、
メ
ス
だ

け
で
暮
ら
し
ま
す
が
、
ヤ
チ
ダ
モ
に
戻

る
と
そ
こ
で
有
性
世
代
（
オ
ス
と
卵
を
産
む

メ
ス
）
の
幼
虫
を
産
み
ま
す
。
有
性
世
代

が
交こ
う

尾び

す
る
こ
と
で
越え
っ

冬と
う

卵ら
ん

が
産
み
落

と
さ
れ
ま
す
。
春
に
孵ふ

化か

し
た
第
１
世

代
を
幹か
ん

母ぼ

と
呼
び
、
幹
母
が
た
く
さ
ん

の
幼
虫
を
産
ん
で
、
世
代
が
継け
い

承し
ょ
う

さ
れ

て
い
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
モ
フ
モ
フ

　

モ
フ
モ
フ
を
持
つ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
ト

アブラムシの中には、白いモフモフのロウ物質を出すもの
がたくさんいます。じっくり観察してみると、モフモフのま
とい方もさまざま。やわらかそうなふわふわな綿毛が目立
つ種をいくつか紹介します。

松
まつもと

本嘉
よしゆき

幸
日本半翅類学会会員
公立中学校非常勤講師
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トドノネオオワタムシ

大きな虫は幹母の成
虫。幹母の幼虫はモ
フモフだが、成虫に
なると姿が変わる。
周りにいる小さな虫
は、幹母が産んだ有
翅型の幼虫。もう背
中にはモフモフのも
とが見える。

有翅型の成虫。
体にはモフモフ
が見られるが幼
虫の時より少な
い。これからト
ドマツの根元
に移動して幼虫
を産む。

雪虫が産んだオ
レンジ色のメス
と暗緑色のオス。
両者とも口がな
く餌も食べない。
交尾してメスが卵
を産み、卵で冬
を越す。

雪虫は、トドノネオオワタムシがトド
マツの根からヤチダモに戻ってきた時
の呼び名だ。夏の頃の有翅型の成虫
よりもモフモフが大きい。ヤチダモの
樹皮に有性世代（オス・メス）を産む
役目がある。

オス

メス

春
夏

秋
冬

トドマツの
根でアリと
共生

雪虫の姿で
ヤチダモへ

越冬卵

幹母誕生

トドマツ
   へ移動

ヤ

チ

ダ
モ

ド
ト

マ

ツ

ロウ腺

有翅型の幼虫が
だいぶん大きくなっ
た。背中に並ぶロ
ウ腺から出てきた
モフモフはイソギン
チャクのようだ。

この時期の幼虫は足が
長いのが特徴。アリの
助けを受けて地下に運
ばれ、トドマツの根か
ら樹液を吸って育つ。
アリは幼虫が出す甘露
をもらう。



              の付き方を見てみよう

ド
ノ
ネ
オ
オ
ワ
タ
ム
シ
以
外
に
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
モ
フ
モ
フ
は
体
の
表
面

を
覆お
お

っ
て
い
る
綿
毛
状
の
ロ
ウ
物
質
で

す
か
ら
、
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

の
よ
う
な
毛
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
同
じ
種
で

も
、
前
述
の
よ
う
な
翅
を
持
つ
有ゆ
う

翅し

型が
た

以
外
に
、
翅
の
な
い
無む

翅し

型が
た

が
い
ま
す
。

モ
フ
モ
フ
は
、
有
翅
型
の
幼
虫
で
は
量

や
形
（
姿
）
が
変
化
し
ま
す
が
、
成
虫
に

な
る
と
局
所
的
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

無
翅
型
で
は
幼
虫
か
ら
成
虫
に
な
る
ま

で
、
モ
フ
モ
フ
の
量
や
形
が
変
化
し
、

最
終
的
に
全
身
が
綿
毛
で
覆
わ
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
モ
フ
モ
フ
を

出
す
ロ
ウ
腺せ
ん

は
普
通
、
腹
部
の
背
面
に

あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
モ
フ
モ
フ
を
出
し
て
い
る
の

か
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
モ
フ
モ
フ
が
ど
ん
な
役
割
を
し
て

い
る
の
か
は
不
明
で
す
が
、
私
は
こ
ん

な
小
さ
な
虫
が
頑が
ん

張ば

っ
て
生
き
て
い
る

姿
に
魅み

了り
ょ
う

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
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トウネズミモチハマキワタムシ
５月ごろ、葉の縁が内側に巻いている
庭木のネズミモチやトウネズミモチの
葉裏を見てみよう。夏は針葉樹に移住
しているようだ。側部にもモフモフが
いっぱい。多く寄生するとコロニー内に
は球形の甘露も見られる。本州に分布。

ヒイラギオオワタムシ
５月ごろ、庭木のヒイラギの枝にモフモ
フの群れをつくる。夏は針葉樹に移住
しているようだ。一説では本州で見られ
る雪虫はこのアブラムシではないかと言
われている。本州で局所的に分布。

ブナハアブラムシ
腹部後方に綿毛が伸びる。５
～１０月、植栽のブナや林縁の
野生のブナ・イヌブナの葉裏
に見られる。冬は枝先の冬芽
の周辺で卵で過ごす。
北海道・本州・四国に分布。

全身綿まみれ
カバハマキヒラタアブラムシ
腹部後方の両縁部に綿毛を付ける。この姿は新緑
の時期に見られ、葉が伸長する時期の次世代から
は全体がモフモフになる。４～６月、シラカンバの
新葉の葉表に火ぶくれ状の虫こぶをつくる。
北海道・本州に分布。

背中に大きなロウ腺が並ぶ
雪虫のなかま

右の２種はトドノネオオワタムシと同じ属
で、比較的大きく、ずんぐりした姿、腹部
背面に大きなロウ腺が並ぶ。通常、アブラ
ムシの翅は体長よりも長く、グライダーのよ
うに滑空することが知られているが、
この仲間は翅を上下に動かし、
腹部末端に綿毛を身に
付け飛ぶ。

甘露

エノキワタアブラムシ
４～１１月、エノキの葉裏に見ら
れるポピュラーなアブラムシ。冬
はエノキの冬芽の周辺で卵で過
ごし、一年中エノキで暮らす。ス
ス病菌で葉が黒くなっても見られ
ることがある。
本州・四国・九州・沖縄に分布。

お尻に長～い毛

お尻の左右に目立つ綿




